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資料 事業概要の説明

・施策の着実な実施のため、条例に基づくＰＤＣＡでの進捗管理を実施
・毎年度、施策の実施状況、検証結果を報告書として公表（毎年８⽉下旬頃）
・第3期実⾏プログラムの策定に向けた取組を実施

市を挙げて
中小企業を応援します

条例に基づく施策検証を専⾨に⾏う
「中小企業活性化専⾨部会」を設置

産業政策部企画課

川崎市中⼩企業活性化のための成⻑戦略に関する条例
及び かわさき産業振興プラン第２期実⾏プログラム
（平成30年３⽉策定）に基づき施策を展開
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消費者⾃⽴⽀援推進事業

産業政策部消費者⾏政センター

「川崎市消費者⾏政推進
計画令和２年度〜令和４年
度」に基づき事業を実施

消費生活相談情報提供事業
消費者被害の未然防止・拡大防止
消費生活に係る相談への対応
消費者事故等の市⺠への情報提供
(相談年報)(相談⽉報)等の発⾏

令和２年度 相談件数 【速報値】
10,319件（前年度比 3 .1 ％増加）

（うち、電話相談は9,808件< 98 .1 ％ >）

毎年「消費者事業概要」
を発⾏し広く消費者⾏政
の周知

○消費生活ｅモニター、消費者団体等
からの意⾒聴取及び連携

○消費者団体等との消費生活に
関する展示等の実施による
消費生活に関する知識の普及

産業政策部消費者⾏政センター

○各種講座の実施や動画等による○各種講座の実施や動画等による
消費者教育の推進

消費者啓発育成事業
消費者市⺠社会
啓発動画

被害防止
啓発動画

○冊子・啓発物による
情報提供

講座・展示
風景
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国際経済推進室

海外販路開拓事業

①川崎市海外ビジネス⽀援センター
（通称︓ＫＯＢＳ＜コブス＞）

・市内企業の海外展開に係る相談の窓口
（川崎市産業振興会館に設置）

・専⾨のコーディネーターを配置
令和2年度⽀援件数︓441件

⑤グローバル展開⽀援事業補助⾦
・海外展示会への出展や国際的な電子商取引(越境EC)

等に係る経費の一部を助成する。

市内の中⼩企業者が、海外需要を積極的に取り込んで成⻑につなげていけるよう海外展開を⽀援

〇 相談対応

〇 情報提供

⑥コンテンツグローバル化促進事業補助⾦

⑦海外ビジネスセミナー

〇 助成制度

②海外商談会
〇 ビジネスマッチング

③海外ビジネスマッチング⽀援

④商社との輸出商談会
【川崎市海外ビジネス支援センター】 【日台オンライン商談会】

・国内専⾨商社との商談会

・中国、東南アジア等でのパートナー候補との
アポイントメント取得等を⽀援

・外国語資料やHP作成等に係る経費の一部を助成する。

川崎国際環境技術展の開催

環境分野における優れた技術やノウハウを川崎から国内外
に広く情報発信するとともにビジネスマッチングを促進
●令和３年度開催予定
11⽉〜12⽉頃

●令和２年度開催実績（オンライン開催）
出展者数︓136団体
講演・セミナー動画配信数︓
14テーマ 22本

多様な主体の連携を通じて環境改善に取り組み、産業振興と国際貢献を
推進するネットワーク組織

かわさきグリーンイノベーションクラスター

国際環境産業推進事業
かわさきグリーンイノベーションクラスター
を通じた産業振興

国際経済推進室

川崎市（経済労働局・総務企画局・環境局・臨海部国際戦略本部・上下⽔道局ほか）

⽀援・協働・連携

ログイン数︓6,833回
総セミナー視聴数︓9,371回
総ブース訪問数︓23,320回

【令和２年度の実績】
●サーキュラーエコノミー都市実現に向けた低炭素型マテリアルリサイクル
モデル 構築調査事業

●川崎市・ジャカルタ特別州による脱炭素社会の実現を目指したグリーン
イノベーション推進事業 等

国補助事業等を活用したプロジェクトの創出

⽀援機関
UNIDO、JICA、
JETRO、国関係省庁等

大学等
団体
産業・環境創造リエゾンセンター、
かわさき⽔ビジネスネットワーク等

環境関連ビジネスを
目指す・展開する多様な企業

大企業、中⼩企業
市内企業、市外企業 幅広い業種

⾏政による横断的な⽀援
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川崎工業ブランド推進事業

産業振興部工業振興課

中小企業の優れた製品や技術等を「川崎ものづくり
ブランド」として認定し、国内外へ情報発信するこ
とで、販路拡⼤を⽀援。平成16年に創設し、現在
106件の製品・技術を認定

事業承継・事業継続⼒強化⽀援事業

静電吸着ボード「ESCLIP」
株式会社クリエイティブテクノロジー

経営者の高齢化や頻発する災害に対応するため、中小企業の事業承継・
事業継続⼒強化を⽀援

○セミナー開催
・啓発セミナー
・BCP策定講座
・後継者育成講座

○専⾨家派遣

○補助⾦制度
・事業承継・M&Aによる第三者承継・BCP策定等

○地域連携BCP策定⽀援
・地域の企業間等で連携して事業継続⼒を高めると

ともに、その取組を市域に波及させる

○産学共同研究開発プロジェクト補助⾦
成⻑が⾒込まれる産業分野において、市内中小企業等と
⼤学・研究機関等による共同研究開発を⾏う際に要する
経費の一部を助成

ものづくり中⼩企業経営革新⽀援事業

○がんばるものづくり企業応援補助⾦

産業振興部工業振興課

○新技術・新製品開発等⽀援事業補助⾦
市内中小製造業者が単独または複数の連携先と共同で⾏
う新技術、新製品開発に要する経費の一部を助成

「小規模事業者の安定した経営活動の継続に資する取組」
及び「中小企業等の情報発信⼒の強化、販路開拓の取組」
に要する経費の一部を助成
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内陸部工業系⽤途地域の現況
（高津区下野毛地区）

オープンファクトリー開催風景

操業環境整備事業

産業振興部工業振興課

○がんばるものづくり企業操業環境整備助成⾦
ものづくり企業の集積維持・強化を目的に、「工場等の新増設」や

「近隣の住環境との調和を図る取組」に係る経費の一部を助成

○内陸部操業環境保全対策
住工共生に向け、工業者と住⺠の相互理解を促進する
取組を推進することにより、中小製造業事業者の操業
環境を保全

ダクト吹出口の向きを変
更し、騒⾳レベルを低減

工場跡地等に市内外の成⻑意欲の
高い中小製造業者の⽴地を促進

○⽴⼊検査
○計量の普及・啓発
○計量管理の推進
○特定計量器定期検査
○質量標準管理
○計量団体育成

計量の普及・啓発
（夏休み計量教室）

計量法に基づき、適正な計量の実施を確保するため、
商品量目の⽴⼊検査や消費者への計量知識の普及啓発などを実施

計量検査所

⽴⼊検査
（商品量目⽴⼊検査）

産業振興部工業振興課
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○商店街課題対応事業

産業振興部商業振興課

○地域連携事業
●街路灯の維持管理が商店街の⼤きな負担となっ
ていることからLED化等のエコ化を⽀援すると
ともに、防犯カメラの設置など安全安心な環境
づくりを⽀援
・街路灯ＬＥＤ化等の商店街
エコ化プロジェクト

・防犯カメラ、ＡＥＤ設置等の安全安心事業
・⽼朽化した街路灯等の施設撤去⽀援事業

●空き店舗を活⽤した事業への⽀援や創業予定者
向けのセミナーの開催等を⾏い、個店を強化
・空き店舗活用アワード事業
・創業予定者向けの商人デビュー塾事業

●新型コロナウイルス感染症拡⼤の影響により、
来客の減少など⼤きな影響があった商店街に対し
、新しい生活様式に対応するための事業や賑わい
創出に取り組むイベント等の開催を⽀援
・商店街等緊急⽀援事業補助⾦
・商店街魅⼒再起⽀援事業

●市⺠の保健衛生に不可⽋な公衆浴場の経営
安定を図るため助成を実施
・市内公衆浴場の経営安定等の⽀援

●川崎市、⼤田区に共通して多くの公衆浴場が存
在することから、両市区にある銭湯を回るスタン
プラリー等を実施
・大田区との連携協定に基づく連携事業

R2商人デビュー塾事業
（オンライン） 空き店舗活⽤

アワード事業

商店街魅⼒再起⽀援事業

⼤田区・川崎市浴場連携事業

○まちづくり連動事業

産業振興部商業振興課

○商業⼒強化事業

カワサキ・ハロウィン
（オンライン）

●川崎駅周辺の集客や回遊性の向上、賑わいの創
出のため、地元主体のイベント事業等に⽀援を
⾏い、中心市街地としての魅⼒を市内外に広く
PR

●商店街や⼤型商業施設等と連携し、川崎駅周辺
を都市ブランド⼒のある商業集積地として形成
・カワサキ・ハロウィン
・アジアンフェスタ
・フェスティバルなかわさき

●商業者ネットワークの構築、魅⼒ある個店の創
出や効果的な商店街振興等を⾏うことで、地域価
値を高める商業地域を形成
・商業者ネットワーク構築事業
・魅⼒あふれる個店創出事業
・エリアプロデュース事業
・商店街訪問調査事業
・Buyかわさきキャンペーン事業
・商店街連合会の⽀援

Buyかわさきフェスティバル
（スタンプラリー）

魅⼒あふれる
個店創出事業
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川崎じもと応援券事業

産業振興部川崎じもと応援券担当

第１弾からの主な変更点
〇換⾦⼿続きにおける事業者の利便性を向上
・換⾦までの⽇数を２⽇短縮
・換⾦サイクルを週１回から週２回に増加

（ＱＲコードを読み取る方法）
〇利便性向上と接触機会低減のため郵送販売
・コンビニで⼊⾦後、簡易書留で御⾃宅へ郵送

第１弾 実績
〇発⾏総額 １１３．１億円
〇発⾏冊数 ８７万冊
〇利⽤実績 １０１．９億円（4⽉9⽇現在）
〇利⽤率 ９０．２％ （4⽉9⽇現在）
〇利⽤店舗 ５，４２４店舗（4⽉9⽇現在）

購⼊までの流れ

第２弾 概要
〇発⾏総額 ６０億円
〇発⾏冊数 ５０万冊
〇構 成 １冊１，０００円×１２枚の応援券を

１０，０００円で販売
〇利⽤期間 令和3年7⽉16⽇(⾦)〜12⽉31⽇(⾦)
〇利⽤対象者 市内在住、在勤及び在学の方

※応募者多数の場合は市内在住者優先

ステップ.1 ステップ.2 ステップ.3 ステップ.4

ホームページ、
はがきで申込み

当選通知書 兼
払込取扱票が届きます

コンビニで⼊⾦
（⼿数料不要）

⼊⾦確認後、応援券が
簡易書留で届きます

4/22（⽊）〜5/24（⽉） 6/17（⽊）〜6/19（⼟） 〜7/2（⾦） 7/10（⼟）〜7/13（⽕）

第２弾 券面デザイン（３色刷り）

産業振興部観光プロモーション推進課

産業観光ツアー・
工場夜景ツアーの実施

ナイトタイムエコノミーの推進

・令和３年10⽉２⽇（⼟）※

・高津区多摩川河川敷にて世田谷区と合同開催（予定）
※新型コロナウイルス感染症の状況を踏まえ、協議・調整

市制記念多摩川花⽕大会

産業観光の推進

教育旅⾏誘致活動の実施

全国工場夜景都市協議会(12都市)
による全国工場夜景カードの発⾏

コロナ収束後のインバウンド誘客への下地作りに繋げるため
コロナ禍におけるマイクロツーリズムの取組を強化

・ナイトタイム・イメージアップ事業
① プロジェクションマッピングの実施
② ユニークベニューの開発

・マイクロツーリズム対応事業
① ナイトマイクロツーリズムの推進
② ナイトタイム消費活性化事業

・インバウンドプロモーション事業
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産業振興部観光プロモーション推進課

かわさき市⺠祭り
【開催予定】

⽇程︓令和３年11⽉５⽇(⾦)・６⽇(⼟)・７⽇(⽇) ※
場所︓川崎区富⼠⾒公園一帯及びその周辺

※新型コロナウイルス感染症の状況を踏まえ、協議・調整

観光案内所の運営
「かわさき きたテラス」
・コンシェルジュを活⽤した多言語による対応

※英語・中国語対応は常駐
その他の言語は電話通訳を活⽤

・市内の施設案内及び首都圏エリアの観光案内
・３種類のサイネージを活⽤した魅⼒発信

①市内の観光情報の動画等での発信
②イベント等の案内
③周辺エリアを地図で紹介

・かわさき名産品等のＰＲ及び販売

外国人観光客の誘致推進
・コロナ禍で潜在化している国外からの観光需要の繋ぎ止

め・掘り起こしを図り、将来的なインバウンド回復期に
備え、外国人観光客動態調査分析及び分析結果を踏まえ
た事業推進

・インフルエンサー等を活⽤した情報発信の強化
・多言語によるHPやSNS、パンフレット等を活⽤した

情報発信
・観光案内所における多言語によるサービス提供
・地域と連携した外国人誘客に向けた取組 等

産業振興部観光プロモーション推進課

川崎市コンベンションホールの管理運営

ホールの様子

住宅宿泊事業（⺠泊）
・住宅宿泊事業の開始(平成30年６⽉15⽇施⾏)
・届出の受付と住宅宿泊事業者の監督
・営業⽇数 年間180⽇以内が対象
・庁内に住宅宿泊事業の適正な運営を確保

するため連絡調整会議を設置
・⺠泊事業の効果的な活⽤により川崎の

魅⼒発信と市内観光への誘客を促進

川崎市

目的︓企業、研究機関、市⺠その他の多様な主体が交流する機会を創出し、
連携を促進させ、地域経済の活性化その他の地域の活⼒の向上に寄与する

⽴地︓武蔵小杉駅から徒歩４分
指定管理者︓株式会社コンベンションリンケージ
指定期間︓平成30年４⽉１⽇から令和５年３⽉３１⽇

【業務概要】
・コンベンション等のための施設及び設備管理・貸出し
・コンンションの開催に係る⽀援
・コンベンションの誘致

川崎区 45(26) 高津区 9(2) 麻生区 10(1)

幸　 区 17(4) 宮前区 8(0)

中原区 10(1) 多摩区 13(2) 計 112(36)

【区別届出受理件数】 （令和3年3月末までの累計）

※カッコ内は受理後に廃止した件数
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産業振興部⾦融課・中小企業溝口事務所

 間接融資事業 ＜令和3年度融資枠 約706億円＞
川崎市信⽤保証協会及び取扱⾦融機関と協調して⾏う融資制度

 信用保証等促進⽀援事業
信⽤保証料及び代位弁済の補助

 中⼩企業の経営相談・⾦融相談事業
「セーフティネット保証制度」に係る認定及び融資制度に係る経営・⾦融相談

中⼩企業者

川 崎 市
⻑期・固定⾦利
融資条件設定市 保 証 協 会

公的な保証人

⾦ 融 機 関
市が定めた条件で融資 （預託）

間接融資制度の概要

（融 資）

(保証状況報告)

（融資申込）

(

保
証
依
頼)

(
保
証
承
諾)

(保証審査)

主な中⼩企業融資制度

産業振興部⾦融課・中小企業溝口事務所

融資実績の推移

約411億円 約423億円
約393億円■創業⽀援資⾦

■振興資⾦

■⼩規模事業資⾦

■経営安定資⾦

■産業⽴地促進資⾦

■事業承継特別保証資⾦

■コロナ対応伴走⽀援型
経営改善資⾦
（令和３年度創設）

川崎市が信⽤保証協会及び⾦融機関と協調して
⾏っている融資制度。一部制度を除き川崎市が
信⽤保証料の補助を実施。

◎ＳＤＧｓ取組支援融資
「かわさきSDGsパートナー」制度において認証を取得し
た事業者に対し、振興資金など適用する融資制度の信用
保証料を1/2補助します。

Ｈ３０年度 Ｒ元年度 Ｒ２年度

金額 件数

９，７４９件

２，６８１件２，５０４件

約３１８億円 約３５９億円

約１，８０９億円

令和２年度融資実績のうち、コロナ関連資⾦の内訳

資⾦名称 件数 融資額
新型コロナウイルス感染症
対応資⾦ 8,120件 1,416億円

危機対策資⾦ 530件 182億円

災害対策資⾦ 394件 114億円

計 9,044件 1,712億円
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平成２８年度から概ね１０年間「川崎市農業振興計画」を推進

【基本目標】
次世代に引継ぐ かわさきの「農業」 〜「農」を育て・創り、活かし、繋ぐ〜

【基本戦略】
１ 持続的・⾃⽴的な農業経営に向けた⽀援
２ 農業振興地域等の活性化
３ 多様な主体との「共創」による「新たな農業価値」の創造
４ 多面的機能を有する都市農地の維持・保全と活⽤

農商工等連携による付加価値向上
（動画を使った川崎農家のブランディング）

都市農業振興センター農業振興課

認定農業者などへ設備投資を⽀援
(イチゴ⽤高設ベンチ）

【令和３年度に実施する主な事業】
農業経営高度化⽀援事業 農商工等連携推進事業 市⺠農園事業

年間を通じた管理組合の運営⽀援
（地域交流農園）

都市農業振興センター農地課

農業委員会
○ 農業委員会とは・・

農家の方々の代表機関として、
市町村⻑から独⽴した⾏政委員会
・農地の売買
・貸借の許可
・農地転用案件への意⾒具申
等の⾏政事務を⾏う

農業委員・農地利⽤最適化推進委員
による現地確認

農地の適正利用対策
○ 違反転用の解消には継続的な指導が必要
○ 監視活動の実施及び遊休農地対策による

違反転用の未然防止

岡上地区の違反転⽤解消事例

早野地区のひまわり【遊休農地対策】
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都市農業振興センター農地課

都市農地の保全・活用事業

グリーン・ツーリズム
【収穫体験】

特定生産緑地地区の指定推進
早野地区の活性化【直売】

○特定生産緑地制度の周知徹底
○特定生産緑地指定に向けたJAセレサ
川崎等との連携による意向確認の実施

○関係機関との情報共有

特定生産緑地の指定
○グリーン・ツーリズムの推進による
観光農業等の普及啓発

○農業振興地域（岡上、⿊川東、
⿊川上、早野）各地域の特性に応じた
振興策の実施

農業振興地域の活性化

都市農業振興センター農業技術⽀援センター

○ 農業施設整備事業
○ 農業機械等整備事業
○ 多摩川ナシ保存奨励事業 など

農業経営⽀援

補助を受けて新築した温室でのイチゴ栽培

農業技術⽀援

品種保存をしている
ナシの系統図と果実

左︓新品種 かわさきつや菜
右︓従来品種 のらぼう菜

○ 環境保全型農業推進事業
○ 病害虫防除対策事業
○ 新品種、栽培技術等の試験研究
○ ⼟壌分析診断、品種保存など
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イノベーション推進室

研究開発型ベンチャー企業成⻑⽀援事業

優れた研究開発型ベンチャー企業や起業前の
個人を10者程度選定し、集中的に⽀援

対象事業
微細加⼯、ロボット、医療・ライフサイエンス、
介護・ウェルフェア、データサイエンス、ＡＩ、
ＩｏＴ、航空、宇宙等

支援内容
・ビジネスプランのブラッシュアップ
・ピッチトレーニング
・投資家・事業会社等へのマッチング支援等

令和２年度の主な実績
【マッチングによる事業会社との成約】
・事業会社における実証実験を実現（１社）
【法⼈設⽴】
・支援期間中に法⼈設⽴（２社）
【資⾦調達】
・第三者割増投資により資⾦調達（１社）
【事業採択】
・NEDO等による助成事業の採択、ほか（２社）

起業・創業⽀援のワンストップ拠点の運営

①利用対象者
主に起業希望段階から起業初期段階の方
・研究開発系の起業家・ベンチャー企業
・幅広い産業分野の起業家
（ICT系、ソーシャル系など）

○施設の名称 （平成31年3⽉18⽇開設）
Kawasaki-NEDO Innovation Center（K-NIC）

②⽀援内容
(1)相談員による起業相談・専⾨家紹介
(2)起業家と外部機関とのマッチング
(3)起業に関するセミナー・交流会等の実施
【⽀援実績の例】 ㈱LexxPluss(レックスプラス)
K-NICで⽀援を⾏い、
法人設⽴、事業内容転
換、新川崎地区KBICに
令和２年８⽉⼊居、VC
からの資⾦調達等の成
果に繋げた 代表取締役 阿蘇 将也 氏

知的財産戦略推進事業（知的財産交流会）
大企業等の特許等を中⼩企業に紹介し、⾃社製品開発等を⽀援する取組

“川崎モデル”として、他の⾃治体と連携して全国に展開

富士通、ミツトヨ、イトーキ、富士ゼロックス、荏原製作所、キユーピーなど

39件のマッチングが成⽴し、このうち27件が製品化（令和３年4⽉１⽇現在）

イノベーション推進室

川崎市
川崎市産業振興財団
知的財産コーディネータ

交流会からマッチング、
契約交渉、事業化、販路
開拓まで一貫⽀援

市内
中小企業
「技」

⾃社製品開発
技術の

高付加価値化

⼤ 企 業
「知」

特許・ノウハウ
技術指導

知的財産

対 価

知的財産交流事業での
他都市との連携状況
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イノベーション推進室
ウェルフェアイノベーション推進事業

産業と福祉の拠点「Kawasaki Welfare Technology Lab」の運営開始（令和３年８⽉予定）

＜ポイント＞
◎福祉製品の課題をデータから安全性・リスクを読み取り企業の製品・サービスを開発・改良を⽀援
◎開発・改良した福祉製品の安全性・有効性を科学的知⾒に基づき評価

◎高齢者等の模擬環境ラボ「Kawasaki Welfare Technology Lab」の運営
◎高齢者・障害者の在宅生活支援「ふくふく」

ロボット介護機器の安全性・有効性評価検討を踏まえた助言等の協力

+
◎高齢者等の行動を映像データ化し、ＡＩによる特異性抽出による安全性・リスク分析
◎データプラットフォームの構築・企業への科学的知見に基づく助言等の伴走支援

福祉製品の改良や介護⽀援人材の負担軽減・生産性向上の課題をデータの活用で解決する世界初の取組み

ウェルフェアイノベーションの新たなステージの展開による超高齢社会の課題を産業振興で解決

（仮称）「Kawasaki Welfare Technology フォーラム」の設立

次の４者が連携して、企業・アカデミア等が参画し、革新的で科学的評価を踏まえた福祉製品・サービスの創出を目指す場

福祉製品開発・市場参入の促進

連携

◎手すりのつかみ損ねを映像データから抽出

◎「壁と手すりのコントラスト差」に要因ありと分析

○探るような動作を伴い手すりに摑まっている

視認性
向上

産業と福祉の拠点ラボのイメージパース

所在地：川崎市川崎区日進町
川崎市複合福祉センター「ふくふく」内

＜東工大・産総研の実績＞

映像データ・姿勢データから

ＡＩで安全性・リスクを抽出し分析

●平成12年に慶應義塾⼤学Ｋ２タウンキャンパスが開設
●かわさき新産業創造センター（KBIC本館・NANOBIC・AIRBIC）では、インキュベーション

ラボ約100室・7,300㎡、クリーンルーム約750㎡を運営
●かわさき新産業創造センターの⼊居率は約95％、⼊居企業数は52者（令和3年3⽉1⽇現在）

②新川崎・創造のもりにおける成⻑が期待される⼊居ベンチャー企業

産学交流・研究開発施設
（ＡＩＲＢＩＣ 平成31年開設）

①新川崎・創造のもりの概要

ナノ・マイクロ産学官共同研究施設
（ＮＡＮＯＢＩＣ 平成24年開設）

かわさき新産業創造センター本館
（ＫＢＩＣ 平成15年開設）

川崎市産業振興財団を中心とした指定管理者により、これまで蓄積してきた企業⽀援
ノウハウやネットワークを活用して、ベンチャー企業の更なる成⻑⽀援を実施

イノベーション推進室

●経済産業省のスタートアップ企業育成⽀援プログラム「Ｊ－Ｓｔａｒｔｕｐ」に選定された企業
●特許庁の知財アクセラレーションプログラムに選定された企業
●ベンチャーキャピタル等から約１０億円を資⾦調達した企業 など
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